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松戸市都市公園整備活用推進委員会委員名簿　

氏名 所属 役職 区分 分野 任期

1 田代　順孝
タシロ　ヨリタカ

千葉大学 名誉教授 学識経験者 都市計画
平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日

2 赤羽　克子
アカバ　カツコ 聖徳大学　心理・福祉学部

社会福祉学科
教授 学識経験者

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ・
社会福祉

平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日

3 三島　孔明
ミシマ　コウメイ

千葉大学　園芸学研究科 准教授 学識経験者 環境教育学
平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日

4 幸田　麻里子
コウダ　マリコ

流通経済大学　社会学部 准教授 学識経験者 観光学
平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日

5 安孫子　薫
アビコ　カオル

株式会社チャックスファミリー 代表取締役
学識経験者
（民間専門家）

運営
平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日

6 平松　玲治
ヒラマツ　レイジ

一般財団法人公園財団 上席主任研究員
学識経験者
（民間専門家）

公園管理
平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日

7 佐藤　留美
サトウ　ルミ 特定非営利活動法人

ＮＰＯ　ｂｉｒｔｈ
事務局長

学識経験者
（民間専門家）

市民協働、
森林管理

平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日

8 冨永　尚次
トミナガ　ヒサツグ

松戸商工会議所 理事 関係団体 商工振興
平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日

9 古賀　弘幸
コガ　ヒロユキ 公益財団法人松戸みどりと花

の基金
理事長 関係団体 緑化推進

平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日

10 榎本　孝芳
エノモト　タカヨシ 特定非営利活動法人

クリエイティブまつど工房
理事長 関係団体 市民協働

平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日

11 福田　勝彦
フクダ　カツヒコ

松戸市街づくり部 部長 本市の職員
平成３０年７月１日～
平成３２年６月３０日
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松戸市都市公園整備活用推進委員会条例 

資料 2 





○松戸市都市公園整備活用推進委員会条例

平成30年３月28日 

松戸市条例第29号 

（設置） 

第１条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定に基づき、

松戸市都市公園整備活用推進委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、都市公園法（昭和31年法律第79号。以下「法」という。）

第２条第１項に規定する都市公園の整備活用等に関し、市長の諮問に応じ、

次に掲げる事項について調査審議する。 

（1） 法第２条第２項に規定する公園施設の整備及び活用に係る計画策定に

関する事項 

（2） 法第５条の２第２項第９号に規定する評価の基準及び法第５条の４第

３項の規定による選定に関する事項 

（3） 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員11人以内をもって組織する。 

（委員） 

第４条 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

（1） 学識経験を有する者 

（2） 関係団体を代表する者 

（3） 本市の職員 

（4） 前３号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

２ 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、

同様とする。 

（任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
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２ 委員は、再任されることができる。 

（委員長及び副委員長） 

第６条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互選によりこれを

定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠け

たときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 委員会の会議は、委員長が召集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。 

（部会） 

第８条 委員会は、必要に応じ、特定事項を調査審議するために部会を置くこ

とができる。 

２ 部会は、委員会の委員及び次条に規定する臨時委員をもって組織し、部会

に属すべき委員は、委員会の委員のうちから委員長が指名する。 

３ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によりこれを定める。 

４ 部会長は、部会の事務を掌理する。 

５ 部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、部会に属する委員の

うちから部会長があらかじめ指名する者が、その職務を代理する。 

６ 前条の規定は、部会の会議について準用する。この場合において、同条中

「委員会」とあるのは「部会」と、同条第１項中「委員長」とあるのは「部

会長」と、同条第２項中「委員の」とあるのは「部会に属する委員の」と読

み替えるものとする。 

（臨時委員） 

第９条 部会において調査審議すべき事項に関し必要があるときは、部会に臨

時委員を置くことができる。 
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２ 臨時委員は、市長が必要と認める者のうちから市長が委嘱する。 

３ 臨時委員の任期は、その者の委嘱に係る当該事項に関する調査審議が終了

したときまでとする。 

（意見の聴取等） 

第１０条 委員会及び部会は、必要があると認めるときは、委員及び部会に属

する委員以外の者に対し、会議の出席を求め、意見若しくは説明を聴き、又

は資料の提出を求めることができる。 

（委任） 

第１１条 この条例に定めるもののほか委員会の組織及び運営に関し必要な事

項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成30年４月１日から施行する。 

（特別職の職員の給与及び費用弁償の支給に関する条例の一部改正） 

２ 特別職の職員の給与及び費用弁償の支給に関する条例（昭和31年松戸市条

例第15号）の一部を次のように改正する。 

別表２に次のように加える。 

松戸市都市公園整備活用推進委員会委員 日額 8,500円 
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○松戸市都市公園整備活用推進委員会の組織及び運営に関する要領（案） 
 
（趣旨） 
第１条 この要領は、松戸市都市公園整備活用推進委員会条例（以下「条例」という。）第

１条に規定する松戸市都市公園整備活用推進委員会（以下「委員会」という。）の組織及

び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 
（会議の開催） 
第２条 委員会の会議は、条例第４条の規定により、市長から委嘱を受けたとき、その他

委員長が必要と認めたときに開催するものとする。 
（会議の公開） 
第３条 委員会の会議は、公開とする。ただし、委員会において会議を公開しないと決定

したときは、この限りでない。 
（議事録の作成） 
第４条 委員長は、次の事項を記載した議事録を作成するものとする。 
 ⑴ 開催日時  
 ⑵ 開催場所 
 ⑶ 出席者の氏名 
 ⑷ 会議に付した事案の件名 
 ⑸ 議事の内容 
 ⑹ その他必要な事項 
２ 議事録には、委員長が指名する委員２名が署名するものとする。 
３ 議事録は、原則的に公開するものとする。 
（部会） 
第５条 条例第８条に規定する部会の設置の可否については、委員長からの発意を受けて

委員会において出席委員の過半数をもって決する。 
２ 部会を設置するときは、委員会において部会の方針を定める。 
３ 部会の方針を定めるときは、委員長からの発意を受けて委員会において出席委員の過

半数をもって決する。 
４ 条例第９条の規定に基づき部会へ臨時委員を置く可否については、部会長からの発意

を受けて委員会において出席委員の過半数をもって決する。 
５ 部会の会議は、非公開とする。ただし、部会長が会議を公開すると決定したときは、

この限りでない。 
６ 部会長は部会において調査審議した結果について、委員会で報告する。 
７ 条例第９条３項における臨時委員の解任については、部会長からの発意を受けて委員

会において出席委員の過半数をもって決する。 
８ その他部会の運営について必要な事項は委員長が別に定める。 
（委員長の専決事項） 
第６条 委員長は、次の事項を専決により処理することができるものとする。 
 ⑴ 第２条に規定する会議の開催の承認 
 ⑵ 第４条に規定する議事録の作成 
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 ⑶ 市長に対する答申書の送付 
 ⑷ 前条第１項に規定する部会の設置の発意 
 ⑸ 前条第３項に規定する部会の方針を定めることの発意 
 ⑹ 条例第１０条に規定する者の出席要求 
 ⑺ その他必要な事項 
（事務局） 
第７条 委員会の事務局は、街づくり部公園緑地課におく。 
（委任） 
第８条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 
附 則 
この要領は、平成  年  月  日から施行する。 
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松戸市都市公園整備活用推進委員会傍聴要領（案） 

 

（傍聴の申請） 

第１条 会議の傍聴を希望する者（以下「傍聴者」という。）は、会議の開催予定

時刻までに、傍聴受付で様式１に住所、氏名及び電話番号を記入し、申請するこ

と。 

２ 傍聴者の受付は先着順で行い、定員に達し次第受付を終了する。 

３ 傍聴者の定員は、事務局が会場の広さに応じてあらかじめ設定する。 

（傍聴の許可） 

第２条 委員長は、前条第１項の申請を行った傍聴者に対し、傍聴を許可するもの

とする。 

２ 前項の許可を受けた傍聴者は、事務局の職員の指示に従って会議の会場に入

室すること。 

（傍聴者の遵守事項） 

第３条 傍聴者は、会議を傍聴するにあたっては、次の事項を遵守すること。 

(1)  会議開催中は、静粛に傍聴することとし、拍手その他の方法により公然と可

   否を表明しないこと。 

(2)  騒ぎ立てる等議事を妨害しないこと。 

(3)  会場において、飲食又は喫煙をしないこと。 

(4)  会場において、写真撮影、録画、録音等を行わないこと。ただし、委員長の

許可を得た場合は、この限りでない。 

(5)  その他会場の秩序を乱し、会議の支障となる行為をしないこと。 

(6)  会議終了後、閲覧に供した会議資料を事務局の職員に返却すること。 

（会議の秩序維持） 

第４条 傍聴者は、会議を傍聴するにあたっては、事務局の職員の指示に従うこと。 

２ 傍聴者が前条の規定に違反したときは、委員長は傍聴者に注意するものとし、

なおこれに従わないときは、委員長は傍聴者に対して静止及び退場させること

ができる。 

 
附 則 
 この要領は、平成  年 月 日から施行する。 
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様式１ 

 

 松戸市都市公園整備活用推進委員会傍聴者名簿 

（受付番号    ） 

 

  年度 第 回  松戸市都市公園整備活用推進委員会 

  住  所 
 

  氏  名 
 

  電話番号 
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21 世紀の森と広場 

施設概要 
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施設概要（21 世紀の森と広場） 

２１世紀の森と広場は、市域の中央部に位置する緑地空間を松戸市民の共有財産として残し、

次代へ継承していくことを目的に計画された都市公園です。 

 

図１.計画平面図 
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１．公園建設への経緯 

  昭和 40 年代の急激な人口増加に伴う都市化の波は、スプロール化や緑地の著しい減少など

環境の悪化を引き起こしました。そうした中で当時、本市の中央部に都市公園として大規模緑

地が確保することは重要なテーマでした。 

  昭和 56 年 1 月、総合公園として 50.5ｈａを都市計画決定し、6 月に事業認可を受け、都市

公園事業がスタートしました。平成 5年 4月 29 日に 40.14ｈａ、約 80％がオープンしました。

平成 30 年 4 月現在、50.06ｈａ、約 99.1％がオープンしています。 

●開園日 12 月 30 日・31 日と 1月 1日を除く毎日 

●時間  午前 9時から午後 5時まで（7月 21 日～8月 20 日は午後 6時 30 分まで） 

●事業費（平成 30 年 3 月まで） 

  用地費 約 262 億円 工事費 約 64 億円 

●用地確保状況（平成 30 年 3 月まで） 

  取得済 82.34％ 

  未取得 17.66％ 

●年間経費（平成 30 年度当初予算） 

  整備に要する費用    248,983,000 円 

  維持管理に要する費用  279,909,000 円 

●職員の配置状況（平成 30 年 6 月現在） 

  正職員  11 人   臨時職員  9 人 

 

２．公園の基本理念（昭和 56 年 3 月基本設計より引用） 

本計画はそのネーミングからも推察されるように、21 世紀の未来に目をむけた長期的構想

にもとづくものであり、計画にあたっては質的転換期を迎えている都市公園のあるべき姿を検

討し、新しい世紀にふさわしい新しいタイプの公園実現を目指さなければならない。すなわち、

多様化した市民文化活動、スポーツ・レクリエーション活動の欲求を満たし、同時に地域の持

つ個有の自然環境を守り育て、次代をになう松戸市民の創造的な核的空間づくりをめざすもの

である。具体的な目標として次の 5項目をかかげることとした。 

 

1）市民の交流と連帯をうながす文化的環境としての公園づくり 

2）緑と水と風土を守り育て、自然の豊かさを享受できる公園づくり 

3）利用面、管理運営面からみて市民サービスに徹した公園づくり 

4）都市環境を向上させ、安全で快適な都市生活を保持することのできる公園づくり 

5）多様化し、増大する市民レクリエーション需要に対応する複合的文化機能をもった公園

づくり 
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３．公園の特徴 

公園の立地する千駄堀地区は、市内で最も自然の豊かなところです。斜面緑地が帯状に取り

囲む谷津の自然地形がまとまって存在し、園内のせせらぎや池の水源は湧水です。公園の計画

に際し、「千駄堀の自然を守り育てる」をコンセプトとして掲げ、「自然・レクリエーション・

文化」の 3つにゾーニングしました。 

●自然ゾーンは「自然生態園」「千駄堀池」で構成され、「自然生態園」は人の立入りを制限

する生き物主体の空間です。千駄堀の原風景である湿地の生態系の再生を目指しています。 

●レクリエーションゾーンは公園中央部の「芝生広場」と「池沿いの水辺空間」です。園内

で最もよく利用されている芝生広場「光と風の広場」は周囲を斜面樹林に囲まれており、

緑の中の開放的な空間として、心地よいレクリエーションが楽しめます。 

●文化ゾーンには「森のホール 21」「松戸市立博物館」や「つどいの広場」があります。 

●公園計画面積：50.5ha（平成 30 年 3 月末開設率：99.13％） 

 ■表Ａ．ゾーン別施設面積 

ゾーン名 小ゾーン名 計画面積 開設面積（未開設面積） 

文化 

９．２６ha 

文化施設ゾーン ２．２５ha  ２．２５ha 

つどいの広場 ４．４９ha  ４．３５ha（０．１４ha） 

みどりの里 ２．５２ha  ２．４６ha（０．０６ha） 

小計  ９．２６ha  ９．０６ha（０．２０ha） 

レクリエーション 

１０．１ha 

光と風の広場 ６．４０ha  ６．４０ha 

水とこかげの広場 ２．３０ha  ２．３０ha 

野外活動センター 

（木もれ陽の森） 
１．４０ha  １．４０ha 

小計  １０．１０ha １０．１０ha 

自然 

２９．９４ha 

千駄堀池 ５．８０ha  ５．８０ha 

自然生態園 ６．２１ha  ６．２１ha 

樹林地 １７．９３ha １７．９３ha 

小計  ２９．９４ha ２９．９４ha 

サービスゾーン 

１．２ha 

中央口周辺 ０．５９ha  ０．５９ha 

清水サービスヤード ０．６１ha  ０．３７ha（０．２４ha） 

小計  １．２０ha  ０．９６ha 

５０．５０ha  ５０．５０ha ５０．０６ha（０．４４ha） 

    ■表Ｂ．園内樹林地の区分け 

保全区域 来園者の立入りを規制している区域  約 １１．０ ha

活用区域 園路があり林の中を散策できる区域  約 １０．０ ha

合計   約 ２１．０ ha

    ■表Ｃ．来園者が利用できない部分面積 

樹林地 一部園路だけ通行できる部分１０ha 含む  約 ２１．０ ha

池   約  ５．８ ha

自然生態園   約  ３．２ ha

合計   約 ３０．０ ha
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４．公園に関わる受賞歴 

  平成 元年      土木学会田中賞（広場の橋・森の橋） 

７年３月２４日 平成 6年度千葉県優良施策実施市町村表彰（自然観察舎） 

     ７年５月２４日 平成 6年度日本都市計画学会・計画設計賞（公園） 

    １３年度     朝日新聞読者が選ぶ千葉の風景 50 選 

    １５年３月１０日 第 54 回全国植樹記念事業「ちば・ふれあいみどり 100 選」 

    １７年９月２９日 第 25 回「緑の都市賞」都市緑化基金会長賞   

             （緑の都市づくり部門の一つとして 21 世紀の森と広場を掲げた）   

    ２１年７月    千葉県「健康と癒しの森 30 選」 

    ２２年 10 月   第 30 回「緑の都市賞」国土交通大臣賞（松戸市として受賞） 

５．魅力アップへの取り組み（平成 29 年度の結果） 

   平成 5 年の開園から 20 年以上が経過し、生物多様性、少子高齢化、ニーズの多様化、防

災への関心の高まりなど、公園を取り巻く社会情勢が大きく変化しております。また、公園

の利用者はもとより、議会等でも様々なご意見、ご要望を頂戴しており、本公園の魅力を引

き出し、更に来園者数の増加を図って「松戸市に住んでよかった、住み続けたい」と思って

いただけるよう、さまざまな事業を展開しています。 

  ●松戸モリヒロフェスタ 平成 29 年度は 5月・11 月・3月の 3回開催 

  ●松戸アートピクニック 平成 29 年 10 月に初めて開催（芸術系のイベント） 

  ●自然展        夏休み期間中に公園の自然を紹介する展示・講座 

  ●ホタル鑑賞会     NPO 法人松戸ホタルの古里と市の共催（約 5千人来場） 

  ●公園友の会      各種イベントへの協力 

  ●松戸里やま応援団   園内の樹林地等の整備や催しもの等のボランティア活動 

  ●遠足誘致       平日の集客数アップに向け、小・中学校や保育所等の遠足誘致 

  ●記念事業       来園者 1500 万人突破など 

  ●緑の相談所（ﾊﾟｰｸｾﾝﾀｰ）水・土・日・祝に相談員が電話・窓口相談（約 800 件）を受付 

  ●園芸教室など     園芸に関する講習会を年間 30 回以上開催 

  ●自然観察舎      自然解説員（野草・野鳥・昆虫）による観察会・自然体験 

  ●各種催し物      公園内での自然観察会や自然体験学習イベントを開催 

 ■表Ｄ．平成 30 年度イベントカレンダー 
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６．公園の利用ルール 

本公園では、より多くの公園利用者に自然とのふれあいと様々な楽しみを提供できるよう、公園独自

の利用ルールを設け、自然尊重型の公園の維持、来園者の安全確保の観点から運営管理を行っている。 

なお、本公園では、自然の中で自由にのびのびと遊ぶことにより、子どもたちの創造性を養うという

観点から、大規模な遊具はこれまでは設置していない。 

 

■表Ｅ．公園の利用ルール 

 ルール 理由 

1 利用時間（夜間閉園） 
・樹林や水辺があり、夜間利用は危険 
・野鳥などの休息、夜行性のフクロウが棲息 

2 ペット持込禁止 
・小さな子どもが安心して遊べる場の提供 
・糞尿処理の問題及び芝生を清潔に保つため 

3 動植物採集禁止 ・都市公園法第 11 条等による 

4 魚釣り禁止 
・ルール 3による
・水鳥への配慮（釣り糸が絡まる、疑似餌の誤飲） 
・ただし、タコ糸使用によるザリガニ釣りを認める 

5 動植物持ち込み禁止 
・外来生物の防止 
・危険生物の持ち込みを防止し、来園者の安全を確保 

6 餌やり禁止 
・野鳥への悪影響 
・水質汚染防止 等 

7 自転車乗り入れの禁止 
・利用者の安全確保
・ゆっくり自然を楽しんでもらうことを優先している
ため 

8 ランニング禁止（エリア限定） 

・自然観察の優先、危険性などにより野草園及び樹林
地内におけるランニングを禁止 

・他のエリアにおいても集団走行は他の利用者に迷惑、
危険なので注意を促す 

9 石投げ禁止 
・危険行為であるため 
・水鳥への配慮 

10 
人に迷惑を与えるボール遊び
の禁止 

・固いボール、バットの使用は危険とみなし全面禁止 
・サッカーなど広い面積の占有 

11 ゴルフクラブ禁止 ・危険であるため 

12 テントの設営 
・中の様子を伺い知れないものは不可 
・日除けテント（タープ）は可、但し大きさは状況で
判断 

13 
人の迷惑となる騒音を出すこ
との禁止 

・他の来園者等の状況をみて、苦情を受けた場合や、
他の迷惑と判断される場合 

14 火気の持込み 
・火気の使用は木もれ陽の森バーベキュー場、縄文の

森に限る（講座・イベントで使用する場合を除く） 

15 ゴミ捨て禁止 
・ゴミの持ち帰りをお願いしているため、園内にゴミ

箱は設置していない 
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７.駐車場 

   公園の都市計画区域外に設置しており、管理事務所が運営している。 

   （森のホール 21 地下駐車場を除く） 

●料金 

普通 1回＝500 円、大型 1回＝2,000 円 

西駐車場：時間制料金導入（平成 15 年 12 月） 

         1 時間まで＝100 円、2時間まで＝200 円 

        3 時間まで＝300 円、4時間超＝500 円   障害者対応無 

  ●駐車場の状況 

   ■表Ｆ．駐車場台数 

駐車場 東 東第２ 南 西 北 合計 

駐車台数 238 台 85 台 131 台 225 台 168 台 847 台

うち障害者 5 台 0 台 0 台 7 台 2 台 14 台

普通車 232 台 85 台 131 台 223 台 168 台 839 台

大型車 6 台 0 台 0 台 2 台 0 台 8 台

面積（ha） 約 1.2 約 0.4 約 0.7 約 0.8 約 3.1 

※森のホール２１：駐車台数１３９台（６，３０２㎡） 

※身障者対策：西駐車場にて１８年２月供用開始 

  横断歩道ライン、マイクロバス２台と普通車１２台分を整備 

※満車の場合：千葉西病院との協定により病院駐車場に誘導 

  ●利用状況（平成 29 年度） 

   93,663 台（大型バス含む、公的行事などの無料使用を除く） 
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８．入園者数の推移 

■表Ｇ．入園者数累計 

年度 入園者数 累計入園者数 トピック 

平成 ５年度 ６６４，１７０ ６６４，１７０ 40.14ha 開園、博物館・森のホール開館 

平成 ６年度 ５８５，０８４ １，２４９，２５４ 自然観察舎開館 

平成 ７年度 ６０３，３１６ １，８５２，５７０ 日本都市計画学会・計画設計賞（公園）他 

平成 ８年度 ６１４，５６７ ２，４６７，１３７  

平成 ９年度 ６１１，３２７ ３，０７８，４６４  

平成１０年度 ５９５，３６７ ３，６７３，８３１ 水とこかげの広場・みどりの里一部開園 

平成１１年度 ６３１，３１８ ４，３０５，１４９ 中央口付近一部開園 

平成１２年度 ５８２，２０９ ４，８８７，３５８  

平成１３年度 ６８８，９２１ ５，５７６，２７９ 
野外活動ゾーン開園 

来園者 500 万人突破（5月 4日） 

平成１４年度 ６３６，５８１ ６，２１２，８６０  

平成１５年度 ６５５，７５７ ６，８６８，６１７ 
第５４回全国植樹記念事業「ちば・ふれあい

みどり 100 選」 

平成１６年度 ６１５，２７５ ７，４８３，８９２  

平成１７年度 ６４３，４０８ ８，１２７，３００ 
光と風の広場一部開園 

第 25 回「緑の都市賞」都市緑化基金会長賞

平成１８年度 ６１９，７８９ ８，７４７，０８９  

平成１９年度 ６３０，１００ ９，３７７，１８９  

平成２０年度 ６０４，６７０ ９，９８１，８５９  

平成２１年度 ６５１，２７２ １０，６３３，１３１ 
千葉県「健康と癒しの森 30 選」 

来園者 1000 万人突破（4月 8日） 

平成２２年度 ５９９，０９５ １１，２３２，２２６ 第 30 回「緑の都市賞」国土交通大臣賞 

平成２３年度 ５２７，３９１ １１，７５９，６１７ 東日本大震災 発災 

平成２４年度 ５２６，０９２ １２，２８５，７０９  

平成２５年度 ５９６，３０２ １２，８８２，０１１  

平成２６年度 ５９４，３０４ １３，４７６，３１５  

平成２７年度 ５９８，７８９ １４，０７５，１０４  

平成２８年度 ６５１，１８３ １４，７２６，２８７ 第 1回モリヒロフェスタ（約 5万人来場） 

平成２９年度 ６１３，８２２ １５，３４０，１０９ 

第 2回モリヒロフェスタ(3・5・11 月開催) 

アートピクニック（10 月初開催） 

来園者 1500 万人突破 

 ※１ 平成 23 年度は、緑と花のフェスティバル、こども祭りが中止 

    また、東日本大震災による節電対策により、7月及び 8月の毎週木曜日が休園 

 ※２ 平成 24 年度は、こども祭りが中止 
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９．入園者数の推移 

 

 

図２.入園者の季節変動（過去３ヵ年） 
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松戸市緑推進委員会（答申） 

21 世紀の森と広場の魅力アッププランづくり及び 

街区公園の再整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年 6 月 21 日 
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松戸市議会建設経済常任委員会（提言） 

21 世紀の森と広場を軸としたまちづくりにかかわる 

提言について 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年 9 月 30 日 
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